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去
る
５
月
13
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
と 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
呼
び
掛
け
で
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス 

東
北
の
Ｏ
Ｂ
代
表
者
と
バ
ス
関
東
Ｏ
Ｂ
連 

絡
会
の
代
表
者
に
よ
る
初
の
合
同
会
議
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
に
は
呼
び
掛
け
人
と
し
て
中

央
本
部
か
ら
奥
山
副
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ 

会
か
ら
古
川
会
長
、
伊
藤
事
務
局
長
、
川 

崎
事
務
局
次
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

ま
た
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
本
部
か
ら
は
勝
山

事
務
長
の
外
３
名
の
Ｏ
Ｂ
代
表
者
、
バ
ス

関
東
本
部
か
ら
は
遠
山
議
長
と
小
泉
Ｏ
Ｂ

担
当
の
外
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
本
部
Ｏ
Ｂ
連

絡
会
の
３
名
の
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

  

会
議
で
は
初
対
面
の
人
も
い
る
の
で
自
己 

紹
介
を
し
合
っ
て
雰
囲
気
が
和
ん
だ
後
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
か
ら
「
バ
ス
職
場
の 

退
職
者
の
現
状
に
つ
い
て
」
報
告
が
あ
り 

ま
し
た
。 

バ
ス
東
北
で
は
、
Ｏ
Ｂ
会
組
織
が
無
い

の
で
、
退
職
し
た
後
は
一
堂
に
会
す
る
機

会
も
な
く
、
「
皆
な
何
を
し
て
い
る
の
か
」

「
組
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
等
、

心
配
し
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
そ
う
で
す
。 

ま
た
バ
ス
関
東
で
は
、
会
社
が
作
っ
て 

い
る
Ｏ
Ｂ
会
や
国
労
の
Ｏ
Ｂ
会
が
あ
る
中 

で
、
５
年
前
に
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
バ
ス
関
東 

本
部
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
」
を
結
成
し
て
き
た
事
等 

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

          

会
議
で
は
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
に
Ｏ
Ｂ
会
組
織 

を
結
成
す
る
た
め
に
、
現
職
の
組
合
役
員
の 

協
力
も
得
な
が
ら
、
当
面
の
取
り
組
み
を
決

め
ま
し
た
。 

ま
ず
は
早
い
時
期
に
、
Ｏ
Ｂ
会
加
入
を
希

望
す
る
バ
ス
東
北
の
退
職
者
に
呼
び
掛
け
、

代
表
者
会
議
を
開
催
し
て
、
結
成
の
た
め
の

準
備
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
事
を
確
認
し
ま

し
た
。 

そ
し
て
Ｏ
Ｂ
会
が
結
成
さ
れ
た
後
に
時
期

を
見
て
、
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
っ
て
交
流
会
を
開
催

す
る
考
え
な
ど
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
「
た
し
ろ
か
お
る
」
を
再
び
国
会

に
送
り
出
す
た
め
の
取
り
組
み
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
こ
と
も
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
中

央
本
部
か
ら
、

バ
ス
東
北
や 

バ
ス
関
東
の 

組
合
員
の
労 

働
条
件
の
改 

善
や
、
Ｊ
Ｒ 

バ
ス
東
北
の 

Ｏ
Ｂ
会
結
成 

に
向
け
て
も 

全
力
で
支
援 

す
る
意
見
表 

明
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

 
  

４
月

29
日

10
時

30

分
よ
り
東
京
都
・
代
々
木

公
園
Ｂ
地
区
で
開
催
さ

れ
た
「
第

86
回
メ
ー
デ

ー
中
央
大
会
」
（
主
催
者

発
表
４
万
人
）
に
、
退
職 

者
連
合
か
ら
３
３
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
も
参
加
し
た
中
央
大

会
に
は
、
政
府
代
表
の
塩
崎
厚
労
大
臣
や
前

田
東
京
都
副
知
事
、
民
主
党
の
枝
野
幹
事 

長
等
が
来
賓
と
し
て
参
加
し
挨
拶 

を
行
い
ま
し
た
。 

最
後
に
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

悪
阻
止
と
「
全
世
代
支
援
型
」
社

会
保
障
制
度
の
確
立
を
求
め
、「
平

和
へ
の
誓
い
を
次
世
代
に
し
っ

か
り
継
承
し
て
行
こ
う
」
と
メ

ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。 

  

 

連
合
は
、
５
月
11
日
15
時
か
ら 

衆
議
院
第
１
議
員
会
館
に
お
い
て
、 

「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
を 

求
め
る
５
・
11
院
内
集
会
」
を
開 

催
し
ま
し
た
。
こ
の
集
会
に
は
、
民
主
党 

国
会
議
員
65
名
を
始
め
連
合
組
合
員
１

６
１
名
、
退
職
者
連
合
31
名
も
参
加
し
、 

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東 

労
組
Ｏ
Ｂ
会
も
３
名
の
代
表
が
参
加
し

ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
民
主
党
の
岡
田
克
也
代
表 

や
衆
参
厚
生
労
働
委
員
会
で
政
府
を
追

及
す
る
津
田
弥
太
郎
参
議
院
議
員
と
西

村
智
奈
実
衆
議
院
議
員
か
ら
力
強
い
決

意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

５
月
15
日
退
職
者
連
合
は
、
派
遣
法
改 

悪
法
案
や
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
に
反
対
し

て
い
る
連
合
と
共
に
、
「
怒
り
の
国
会
前

座
り
込
み
」
を
取
り
組
み
ま
し
た
。 

こ
の
日
全
国
か
ら
参
加
し
た
連
合
傘

下
の
組
合
員
や
退
職
者
連
合
の
Ｏ
Ｂ
の

参
加
者
は
８
７
６
名
に
も
の
ぼ
り
、
衆
参 

両
院
議
員
会
館
前
は
人
で
埋
め
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
も
、
東

海
労
や
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
達
と

一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。 

退
職
者
連
合
の
阿
部
会
長
は
、
「
雇
用

を
守
る
こ
と
は
、
社
会
保
障
制
度
を
守
る 

こ
と
だ
」
と
激
励
し
ま
し
た
。 

ま
た
こ
の
座
り
込
み
行
動
に
は
、
た
し

ろ

か

お

る

参

議

院

議

員

を

始
め
、
大
勢
の

民

主

党

議

員

も

参

加

し

ま

し
た
。 
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「
我
ら
の
声
」
16
号 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

現
在
発
売
中 

 
 

 

頒
価 

５
０
０
円 

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は 

 
 

 
 

 

各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
へ 

 
 

お
詫
び
と
訂
正 

 
 

今
回
発
刊
し
た
「
我
ら
の
声
」
16
号
の 

目
次
と
１
０
３
ペ
ー
ジ
の
武
田
滋
さ
ん 

の
標
題
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

高
齢
化
（
誤
）
→
高
齢
協
（
正
） 

 

お
詫
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。 

 

Ｊ
Ｒ
バ
ス
Ｏ
Ｂ
合
同
代
表
者
会
議
で 

Ｊ
Ｒ
バ
ス
東
北
に 

Ｏ
Ｂ
会
組
織
の
立
ち
上
げ
を 

 

会
議
で
は 

早
急
に
立
ち
上
げ
の
準
備
を 

連続する退職者連合の闘い 
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会 

連
合
院
内
集
会
に
参
加 

国
会
前
座
り
込
み 

ＪＲバスＯＢ合同会議の一コマ 



 
                         

    

 

 

     

 
 

  

 
 

 

５
月

20
日
13
時
よ
り
、
盛
岡

地
本
の
「
こ
ぶ
し
会
館
」
で
、
61
名

の
参
加
者
で
「
第
19
回
定
期
総
会
」 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
よ
り
坂
本
委
員
長
と
木 

村
副
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
古
川
会 

長
と
佐
々
木
副
会
長
、
森
び
と
み
ち
の
く

事
務
所
か
ら
泉
山
所
長
と
田
中
顧
問
、
そ

し
て
美
世
志
会
の
大
澗
氏
と
宮
川
市
議
が

出
席
し
、
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

発
言
は
４
名
か
ら
あ
り
ま
し
た
。 

・ 
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
復
旧
に
向
け
、
更
に

活
動
を
強
め
よ
う 

・ 

「
紹
介
者
カ
ー
ド
」
の
集
約
が
厳
し
い 

・ 

エ
ル
ダ
ー
に
現
役
は
関
わ
っ
て
欲
し
い 

総
会
は
、
そ
の
後
懇
親
会
に
入
り
、
久
し

振
り
に
あ
っ
た
旧
友
と
の
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。 

                
 

   

丸
」
が
展
示
し
て
あ
る
「
夢
の
島
公
園
」
に
行 

 

   

５
月
23
日
13
時
30
分
よ
り
、
秋

田
市
内
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ
」
で
、

委
員
や
各
支
部
の
Ｏ
Ｂ
担
当
者
等
62 

名
が
結
集
し
、
「第
19
回
定
期
総
会
」が
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
地
本
の
柴
田
委
員
長
と
佐
藤

副
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
川
崎
事
務
局

次
長
、
県
高
退
連
の
小
川
会
長
、
大
野
大
仙

市
議
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。 

総
会
で
は
６
名
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

・ 

会
員
が
沖
縄
へ
激
励
の
「こ
ま
ち
」を
送
った 

・ 

Ｏ
Ｂ
は
年
金
、
介
護
な
ど
に
関
心
が
あ
る 

・ 

エ
ル
ダ
ー
の
加
入
を
進
め
て
い
る 

・ 

情
報
活
動
を
活
発
に
す
る 

 

・  

青
年
部
と
Ｏ
Ｂ
宅
を
訪
問
す
る 

総
会
後
は
懇
親
会
に
移
り
、
会
員
同
士

の
会
話
が
進
み
ま
し
た
。 

                   

   

５
月
24
日
13
時
よ
り
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で
「
第
18
回
定
期

総
会
」が
約
50
名
の
参
加
者
に
よ
っ 

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
、
近
藤
会
長
ら
に
よ
る
た
し
ろ
議

員
の
活
躍
を
「
朗
読
劇
」
で
披
露
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
小
林
委
員
長
以
下
地
本
三
役
、 

古
川
本
部
Ｏ
Ｂ
会
長
と
竹
島
副
会
長
、
そ
し

て
大
井
県
高
退
連
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

７
名
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

・ 

総
合
共
済
は
、
終
身
加
入
に
し
て
欲

し
い 

・ 

長
男
が
県
議
選
で
当
選
し
た
。
支
援
に 

感
謝
し
ま
す 

・ 

エ
ル
ダ
ー
の
職
場
現
実
は
厳
し
い 

総
会
後
の
懇
親
会
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会 

し
た
人
達
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

                    

   

５
月
25
日
13
時
よ
り
、
都
内
の

北
と
ぴ
あ
で
「
第
20
回
定
期
総
会
」

が
、
約
１
４
０
名
が
参
加
す
る
中
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
、
第
一
部
で
来
賓
で
も
あ
る
阿
部

地
本
書
記
長
の
講
演
を
受
け
て
開
始
さ
れ
ま

し
た
。 

他
の
来
賓
は
、
地
本
の
役
員
を
始
め
、
本

部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
古
川
会
長
外
３
名
、
隣
接
地

本
Ｏ
Ｂ
会
代
表
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
東
京
支
部

Ｏ
Ｂ
会
山
崎
副
会
長
、
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

「自
然
と
人
間
」社
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
内
で
の
発
言
は
７
名
で
し
た
が
、
そ
の

全
て
が
組
織
混
乱
を
惹
起
さ
せ
た
問
題
へ
、

折
し
も
発
生
し
た
地
震
の
ご
と
き
怒
り
が
溢

れ
る
も
の
で
、
組
織
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し

て
行
く
事
が
全
体
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
も
盛
大
で
し
た
。 

                  

今
月
は
、
横 

き
遣
唐
使
の 

 

手
支
部
Ｏ
Ｂ
会 

ウ 
 

の
本
堂

侑
す
す
む

さ
ん 

を
紹
介
し
ま
す
。 

本
堂
さ
ん
ほ
ど
、
肩
書
き
の
多
い
人 

は
横
手
に
は
い
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員 

や
町
内
会
役
員
、
地
域
盆
栽
会
役
員
、 

ま
た
国
鉄
時
代
か
ら
の
園
芸
サ
ー
ク 

ル
の
役
員
等
々
、
長
期
に
亘
り
活
動 

し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
の
役
員
に
な
っ
た
の
は
退 

職
時
に
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
本
部
Ｏ 

Ｂ
会
の
結
成
総
会
に
参
加
し
た
の
が 

         

「
運
尽
き
で
し
た
」
と
笑
っ
て
話
し
て
く
れ 

ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
そ
の
ま
ま
地
本
・
支
部
Ｏ
Ｂ 

会
の
結
成
に
も
日
夜
奔
走
す
る
こ
と
に
な 

り
、
地
本
副
会
長
を
連
続
15
年
、
支
部
事 

  

務
長
を
10
年
と
、
長
期
間
責
任
の
あ
る
立 

場
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

注
目
す
べ
き
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に 

掛
け
る
情
熱
で
す
。
退
職
後
す
ぐ
に
始
め 

た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
当
時
人
気
が
な 

か
っ
た
が
、
友
人
に
誘
わ
れ
そ
の
ま
ま
会 

    

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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員
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
楽
し
ん
で
い
る
だ

け
で
は
「
何
か
が
足
り
な
い
」
と
思
い
、
大
会

の
運
営
・
準
備
に
携
わ
り
、
３
級
・
２
級
普 

及
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し 

た
努
力
の
人
で
す
。
地 

域
の
外
に
地
本
・
支
部 

Ｏ
Ｂ
会
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
の
開
催
・
運 

営
に
も
責
任
者
と
し
て
関 

わ
っ
て
も
ら
い
、
定
期
開
催
が
で
き
る
ま

で
に
な
っ
た
礎
を
作
っ
て
く
れ
た
人
で

す
。
ま
さ
に
「
種
蒔
く
人
」
で
す
。 

 

（
横
手
市
在
住
・
本
堂 

侑
・
78
歳
） 

    

      

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

秋田地本ＯＢ会 

 

種 

蒔 

く 

人 
 

 

組
織
を
総
力
で
支
え
よ
う 

  

 

 

 

5月26日14時から、仙台地本会議室で「第 

19 回定期総会」が開催されました。 

総会には、地本ＯＢ会役員や委員、各支部Ｏ

Ｂ担当者を始め、来賓として地本、本部ＯＢ会、

羽田福島市議、ＪＲ貨物労組仙台支部ＯＢ会の

佐藤会長など総勢 68名が集まりました。 

発言者は 9 名で、多岐にわたる意見が出さ

れました 

・ 支部ＯＢ会結成後、会員が年々増えている 

・ 会員宅を訪問する時、ＯＢも行くと話が弾む 

・ 緑の風にＯＢ会のニュースも載せてはどうか 

・ ＯＢ活動は、地域で裾野を拡げる事だと学んだ 

・ 地域で活動できるよう援助も考えて欲しい 

総会後は恒例の楽しい懇親会を開き、参加 

者の交流を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本部ＯＢ 会定期総会に引き続き 
   

  
               

盛 岡 

三
役
留
任
で
、 

 
 

さ
あ
ま
た
一
年 

新役員体制 
 
会長 

小田島 彰 

副会長 

 田村 俊一 

加賀 榮一 

大橋 眞一 

伊藤 壮一 

内海 勝行 

事務局長 

 橋本 利則 
 
 
 
 
 

秋 田  
新役員体制 

 

会長 

 堀   等 

副会長 

 石代  隆 

長谷川練悦 

高橋 重雄 

事務局長 

 加賀谷鋼一 

 
 
 
 
 
 

長 野 

総
会
は
朗
読
劇
か
ら 

 
新役員体制 
 

会長 

 近藤愛一郞 

副会長 

 田上 憲由 

美斉津 武 

牛尼 大輔 

轟  正好 

事務局長 

 清水 隆夫 
 
 
 
 
 

 

東 京 

総
会
は
地
振
る
怒
り
が 

 
新役員体制 

 

会長 

 染谷  明 

副会長 

 久野 光延 

清水富士夫 

長嶺  繁 

松田 義彦 

事務局長 

 森下 彰司 
 
 
 
 
 

仙 台 多岐の発言が続々と 
         

新役員体制 
 

会長      副会長  
 近藤 寿一    高橋  博 
          佐藤 孝人 
事務局長      天口 寿二 

 林  英夫 
  

各地で「定期総会」が 

 続々と開催！ 


